




要約: 247 名の新生児期の頭部 MRI 画像所見を図形的・色調的異常としてとらえ,①脳室

拡大.②破壊性病変,③点状輝度異常,④線状輝度異常,⑤基底核・視床病変の 5つに分類し,

予後との相関を検対した.脳性麻痺ほ他の病変を伴う脳室拡大,破壊性病変,点状病変と強

く相関した.脳室拡大のみの場合や線状病変,基底核病変は必ずしも相関せず,その画像の

解釈は慎重を要すると考えられた.脳性麻痺を伴わない精神発達遅滞例の MRI の特徴には

一定の傾向を見いだせなかった. NlCU 入院中の MRI 検査は脳性麻痺の予後予測を鋭敏に

評価でき,リハピリや療育への応用方法の開発への基盤になると考えられた．新生児期の

MRI は異常所見の頻度が高いが,それぞれの異常に対する正確な予後評価が,家族への観明

の際に要求される.


